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・水島港臨港道路開通
・東京で水島港セミナー開催
・倉敷市５０周年記念事業
・水島港国際物流ターミナル整備事業
・玉島HI新規企業立地

・新晴れの国おかやま生き活きプラン
・玉島HIガントリークレーン移設
・2016年コンテナ取扱貨物量（速報値）
・水島港玉島ハーバーアイランドへ新造船就航相次ぐ
・第７回玉島ハーバーフェスティバルへ初参加
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水島港臨港道路開通
特　集

～MITAは20周年を迎えました～
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【名　　称】倉敷みなと大橋　　
【建設位置】高梁川河口部（水島港内）
【構 造 等】全長2,564ｍ（高梁川渡河部1,279ｍ、水島側ア
　　　　  プローチ535ｍ、玉島側アプローチ750ｍ）、幅員
　　　　  12.5m、車道片側１車線、歩道付き
【整備状況】
平成22年度　現地工事着手
平成26年度　橋梁下部工（橋脚・橋台）が完成
平成27年度　橋梁上部工（架設）が完成
平成28年度　交差点整備、橋梁上舗装工事、安全柵取付工　
　　　　　　 事等施工、供用開始
【整備費用】３５６億円
【整備の目的及び効果】
○水島地区（生産拠点）と玉島地区（物流拠点）を結ぶアクセ
　ス機能の強化
　　水島コンビナートと玉島ハーバーアイランドを最短距離
　　で結び、輸送距離・輸送時間を短縮し、輸送コストの削減
　　により県内企業の国際競争力強化が期待される。
　　（輸送距離を約2.5km短縮、輸送時間を約５分短縮）
○大規模地震発生時への対応
　　大規模地震時の海上輸送拠点からの緊急物資輸送や住
　　民の避難経路となることが期待される。

水
島
港
臨
港
道
路（
倉
敷
み
な
と
大
橋
）が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
！

東
京
で
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー
開
催
!!

特
集
：
水
島
港
臨
港
道
路
開
通

〜
最
寄
り
港
利
用
の
利
点
を
Ｐ
Ｒ
〜

会
員
の
声

倉敷運輸㈱港湾業務部長/水川成二さん

玉島商業高校 玉商紅太鼓の演奏

渡り初めをするパレード参加車輌ホテル椿山荘での水島港セミナーの様子

伊原木県知事 式辞の様子空撮／倉敷みなと大橋

　
平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）、東
京
都

文
京
区
関
口
の
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
に
お

い
て
、19
回
目
と
な
る
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。佐
藤
副
知
事
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、在

京
の
船
会
社
、物
流
・
荷
主
企
業
な
ど

約
２
６
０
人
の
参
加
者
に
対
し
て
、三

村
土
木
部
長
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
、

水
島
港
の
利
便
性
、利
用
社
に
対
す
る

支
援
制
度
、現
在
の
整
備
状
況
と
今
後

の
整
備
方
針
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に

一
層
の
利
用
促
進
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
の
杉
副
社
長
か
ら
は
、コン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
概
要
及
び
運
営
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
水
島
港
立
地
企
業
の
立
場
か
ら
は
、

日
本
コ
ン
セ
プ
ト
株
式
会
社
の
幸
地
営

業
第
一
部
副
部
長
に『
日
本
コ
ン
セ
プ
ト

〜
国
内
外
を
問
わ
な
い
水
島
拠
点
の
新

た
な
液
体
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
〜
』

と
題
し
て
、自
社
の
事
業
展
開
方
針
に

照
ら
し
、水
島
港
の
拠
点
性
、将
来
性
に

着
目
し
て
支
店
を
設
置
し
た
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
に
開
催
さ
れ
た
レ
セ
プ

シ
ョン
で
は
、逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
、池

田
道
孝
衆
議
院
議
員
、津
村
啓
介
衆
議

院
議
員
、橋
本
岳
衆
議
院
議
員
、山
下

貴
司
衆
議
院
議
員
、柚
木
道
義
衆
議
院

議
員
、石
井
正
弘
参
議
院
議
員
、神
宝

謙
一
岡
山
県
議
会
議
員
、加
藤
浩
久
岡

山
県
議
会
議
員
、中
塚
周
一
岡
山
県
議

会
議
員
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、水
島
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
多
く
の
関
係
者

が
情
報
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、村
瀨
勇
人
水
島
港
運
協
会

会
長
の
挨
拶
で
締
め
く
く
り
、盛
会
裡

に
会
合
を
終
え
ま
し
た
。

　
倉
敷
み
な
と
大
橋
は
平
成
20
年
に
国

直
轄
で
事
業
化
さ
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
と
し

て
は
、早
期
完
成
に
向
け
た
国
への
要
望

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、平
成

29
年
３
月
25
日（
土
）か
ら
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、水
島
愛
あ
い
サ
ロ
ン
で
開
催
さ

れ
た
開
通
式
典
に
は
、地
元
選
出
国
会

議
員
の
方
々
を
は
じ
め
約
２
０
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、主
催
者
を
代
表
し
て
伊
原
木

隆
太
岡
山
県
知
事
と
伊
東
香
織
倉
敷

市
長
が
式
辞
を
述
べ
、国
土
交
通
省
大

臣
官
房
技
術
参
事
官
の
挨
拶
に
続
き
、

国
会
議
員
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
が
あ

り
、工
事
を
担
当
し
た
宇
野
港
湾
事

務
所
長
が
事
業
経
過
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、出
席
者
は
倉
敷
み
な
と
大

橋
の
上
に
バ
ス
で
移
動
し
、地
元
小
学
生

も
加
わ
っ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す
玉
開

披
に
続
き
、水
島
で
製
造
さ
れ
る
自
動

車
や
物
流
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
も
参

加
し
た
自
動
車
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、待
ち
望
ん
だ
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
の
開
通
に
よ
り
、生
産
拠
点

で
あ
る
水
島
と
物
流
拠
点
で
あ
る
玉
島

と
が
、よ
り
短
時
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
で

輸
送
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
、水
島
港
の
利

用
企
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
式
典
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
記
念

品
と
し
て
広
報
宣
伝
グ
ッ
ズ
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、中
谷
興
運
㈱
様
、日
本
通

運
㈱
様
に
は
、車
列
パ
レ
ー
ド
用
の
ト

ラ
ッ
ク
の
提
供
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
倉
敷
み
な
と
大
橋
の
開
通
は
、例
年

行
っ
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
要
望
活
動
の
大

き
な
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。当
協
議
会

で
は
今
後
も
、水
島
港
の
発
展
に
つ
な

が
る
事
業
に
対
す
る
要
望
活
動
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、会
員
の
皆
様
に
も
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
社
で
は
、水
島
港
に
お
け
る
港
湾

運
送
事
業
、倉
庫
業
、貨
物
自
動
車
運

送
事
業
、産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
事
業

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
倉
敷
み
な
と
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、

水
島
・
玉
島
間
の
貨
物
輸
送
に
お
い
て
、

走
行
距
離
が
大
き
く
短
縮
さ
れ
た
こ

と
、通
行
車
両
が
分
散
し
渋
滞
が
解
消

さ
れ
た
こ
と
で
、輸
送
効
率
が
向
上
し

ま
し
た
。ま
た
、出
勤
地
で
あ
る
水
島
か

ら
作
業
場
所
で
あ
る
玉
島
ま
で
の
移
動

時
間
が
約
40
分
か
ら
30
分
に
10
分
程
度

短
縮
さ
れ
、作
業
者
の
出
勤
時
間(

早

出)

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
水
玉
ブ
リ
ッ
ジ
ラ
イ
ン
に
お
け
る
朝

夕
の
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞
が
劇
的
に
解

消
さ
れ
、気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
こ

と
で
、交
通
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

倉
敷
み
な
と
大
橋
の
開
通
後
の
状

況
に
つ
い
て
、倉
敷
運
輸
㈱
港
湾
業

務
部
長
の
水
川
成
二
さ
ん
に
お
伺

い
し
ま
し
た
。

水島港臨港道路の概要

水玉ブリッジライン

倉敷みなと大橋



　
昭
和
42
年
２
月
１
日
に
旧
倉
敷
・
児
島
・
玉

島
の
各
市
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
現
在
の

「
倉
敷
市
」は
、今
年
で
50
周
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
、去
る
４
月
23
日
に
倉
敷
市

民
会
館
で
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。水

島
港
に
関
わ
る
市
民
、団
体
、企
業
の
多
く
の

皆
様
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、約
１
６
０
０
人

の
ご
出
席
の
も
と
、大
い
に
式
典
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
倉
敷
の
発
展
の
歴
史
は
、江
戸
時
代
に
幕

府
の
直
轄
地
で
あ
る
天
領
と
な
っ
て
以
降
、物

資
を
運
ぶ
た
め
の
運
河
を
利
用
し
た
水
運
・

海
運
に
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
後
干
拓
に
よ
り
市
域
を
拡
大
し
、綿

花
や
い
草
の
栽
培
で
農
業
地
域
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。昭
和
に
入
る
と
、水
島
港
の
浚
渫
土

を
利
用
し
た
工
業
用
地
に
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
が
形
成
さ
れ
、日
本
有
数
の
工
業
地
帯
と

し
て
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
、今
日
に
至
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
水
島
港
と
共
に
歩
ん
で
い
く

倉
敷
市
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

倉
敷
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
平
成
29
年
度
は「
倉
敷
市
」50
周
年
記
念
と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
中
で
も
、江
戸
時
代
の
干
拓
に
よ
っ

て
栄
え
た
綿
花
栽
培
を
通
じ
て
、倉
敷
の
成

り
立
ち
を
振
り
返
る
イ
ベン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
倉
敷
市
」50
周
年
記
念

〜
地
域
を
紡
ぐ
〜

　
　
く
ら
し
き
コッ
ト
ン
プ
ロ
ジェ
ク
ト

　
今
か
ら
４
０
０
年
前
、現
在
の
倉
敷
市
は
、

大
小
の
島
々
が
浮
か
ぶ
浅
海
で
し
た
。江
戸
時

代
の
干
拓
で
陸
続
き
に
な
る
と
、綿
花
の
栽

培
が
盛
ん
に
な
り
、綿
か
ら
糸
を
作
る
紡
績

業
で
栄
え
た「
倉
敷
」、今
で
は
日
本
一の
繊
維

産
地
に
な
っ
た「
児
島
」、綿
の
出
荷
で
に
ぎ

わ
っ
た
港
町「
玉
島
」と
、綿
花
は
ま
ち
の
成
り

立
ち
に
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、倉
敷
・
児
島
・
玉
島
の
旧
３
市
が
合

併
し
て
50
周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
綿
か
ら

市
の
特
産
品
で
あ
る「
ジ
ー
ン
ズ
」を
つ
く
り
、

綿
花
か
ら
は
じ
ま
っ
た「
ま
ち
と
産
業
の
歴

史
」に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
様
々
な
イ
ベン
ト

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

「
倉
敷
市
」50
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

「倉敷市」50周年記念事業

５０周年記念式典市長あいさつ

高校生の書道パフォーマンス

市民による「ふるさと」合唱 市歌斉唱

ＨＰ：「くらしきコットンプロジェクト」で検索

問合せ：倉敷市文化産業局商工労働部商工課

☎（０８６）４２６－３４０５

Mail：cmind-08@city.kurashiki.okayama.jp

コットンプロジェクト　フラワーフィールド（玉島Ｅ地区）での種植えイベントの模様
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水島港国際物流ターミナル整備事業

水
島
港
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
整
備
事
業
が
新
規
採
択
！

　
国
土
交
通
省
の
平
成
29
年
度
予

算
で
、水
島
港
国
際
物
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
整
備
事
業
が
新
規
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
水
島
港
は
平
成
23
年
５
月
に「
国

際
バル
ク
戦
略
港
湾
」に
選
定
さ
れ

て
以
降
、穀
物
関
連
企
業
の
立
地

が
相
次
ぎ
、食
料
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が

形
成
さ
れ
、近
畿
・
中
国
・
四
国
地

方
一
円
の
穀
物
の
輸
入
拠
点
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、中
国
、四

国
地
方
等
の
畜
産
業
に
お
け
る
配

合
飼
料
の
原
料
等
と
し
て
用
い
ら

れ
る
穀
物
の
企
業
間
連
携
に
よ
る

大
型
穀
物
船
を
活
用
し
た
共
同

輸
送
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
、

水
島
港
水
島
地
区
及
び
玉
島
地

区
に
お
い
て
、港
湾
施
設
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。

　
事
業
完
了
後
は
、大
型
船
舶
が

入
港
可
能
と
な
り
、地
区
間
の
共

同
輸
送
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、海

上
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
の
早
期

事
業
化
に
つ
い
て
は
、当
協
議
会

と
し
て
も
要
望
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。今
後
も
、引
き
続
き
当

事
業
に
よ
る
整
備
促
進
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

＜事業概要＞

水島地区／
　岸壁（水深14ｍ）（改良）、航路及び泊地（水深１４ｍ）
玉島地区／
　岸壁（水深12ｍ）、航路及び泊地（水深１２ｍ）、埠頭用地、荷役機械

【整備内容】

平成29年度～平成33年度
【事業期間】

259億円（うち、港湾整備事業費/224億円）
【総事業費】

穀物輸入取扱岸壁
今回の事業箇所

●●●

●●

●●

岸壁
（水深12m）

岸壁
（水深10m）

埠頭用地、
荷役機械

岸壁
（水深12m）

サイロ会社

飼料工場・食品工場

サイロ会社

飼料工場・食品工場

サイロ会社

サイロ会社

飼料工場・食品工場

航路及び泊地
（水深12m）

岸壁
（水深12m）

岸壁
（水深14m）（改良）

255 247

204
186

202 196

0

50

100

150

200

250

300

350

H23 H24 H25 H26 H27 H28

水島港の穀物輸入量（万㌧）

（速報値）

※穀物は麦、米、とうもろこし、豆類。その他穀物、その他農産品としている。

施
設
整
備
後
に

大
き
く
増
加
!!

航路及び泊地
（水深14m）
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こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
重
点
施

策
と
し
て「
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
国
際
競

争
力
強
化
」を
掲
げ
、国
内
最
大
級
の
素
材

供
給
基
地
で
あ
り
、本
県
産
業
の
中
核
を

担
う
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
、ア
ジ
ア
有
数

の
競
争
力
を
持
つ
我
が
国
の
モ
デ
ル
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

研
究
開
発
か
ら
量
産
に
至
る
一
連
の
機
能

を
有
す
る
拠
点
工
場（
マ
ザ
ー
工
場
）の
集

積
地
と
な
る
よ
う
投
資
環
境
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

　

同
じ
く「
水
島
港
の
機
能
強
化
」と
し

て
、国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
関
連
施
設
の
整

備
、玉
島
東
航
路
の
浚
渫
な
ど
、水
島
港
の

機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、水
島
港
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ド
協
議
会
と
連
携

し
て
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
、水
島
港

の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
生
き
活
き
岡

山
」の
実
現
に
向
け
、全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
岡
山
県
政
策
推
進
課
）

　

岡
山
県
で
は
、県
政
に
お
い
て
最
上
位
に

位
置
付
け
ら
れ
る
総
合
的
な
計
画「
新
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」を
平

成
29
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、将
来
の
目
指
す
べ
き
岡

山
の
姿
を
描
く
長
期
構
想
と
、平
成
32
年
度

ま
で
の
４
年
間
で
取
り
組
む
重
点
戦
略
や

施
策
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
か
ら
な
り

ま
す
。こ
の
プ
ラ
ン
を
県
政
推
進
の
羅
針
盤

と
し
て
、す
べ
て
の
県
民
が
明
る
い
笑
顔
で

暮
ら
す「
生
き
活
き
岡
山
」の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

平
成
32
年
度
ま
で
に
重
点
的
に
取
り
組
む

行
動
計
画
と
し
て
、「
教
育
県
岡
山
の
復

活
」、「
地
域
を
支
え
る
産
業
の
振
興
」、「
安

心
で
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
地
域
の
創
造
」

の
３
つ
を
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、お
か
や
ま
創
生
実
現
の
加
速
に

向
け
、「
連
携
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む「
お
か
や
ま

創
生
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
け
て
い
ま

す
。

　

水
島
港
の
関
係
で
は
、「
地
域
を
支
え
る

産
業
の
振
興
」の
中
に「
企
業
誘
致
・
促
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
設
け
、平
成
32
年
度
ま
で
の

達
成
目
標
と
な
る「
生
き
活
き
指
標
」と
し

て
、全
国
の
製
造
品
出
荷
額
等
に
占
め
る

水
島
工
業
地
帯
の
割
合
１
．51
％（
Ｈ
26
年

は
１
．
43
％
）、水
島
港
に
お
け
る
国
際
コ
ン

テ
ナ
取
扱
個
数
１
７
７
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
／
年（
Ｈ

27
年
度
は
１
５
６
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）を
設
定
し
て

い
ま
す
。

新晴れの国おかやま生き活きプラン冊子表紙

　

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
株
式
会
社
明
治
、岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社
及
び

シ
ー
ア
ー
ル
物
流
株
式
会
社
が
立
地
す
る
こ
と
が
決
定
し
、平
成
29
年
５
月
30
日
に
発
表
し

ま
し
た
。

　

株
式
会
社
明
治
は
国
内
外
の
販
売
増
に
よ
り
、生
産
・
物
流
機
能
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
、

岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社
は
西
日
本
の
生
産
拠
点
と
し
て
、シ
ー
ア
ー
ル
物
流
株

式
会
社
は
主
要
な
取
引
先
の
業
務
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、当
地
区
に
進
出
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
立
地
に
よ
る
分
譲
面
積
は
約
11
．４
ｈａ（
全
体
で
26
社
64
．６
ｈａ
）で
あ
り
、残

り
24
．１
ｈ
ａ
の
分
譲
に
向
け
、地
元
倉
敷
市
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、全
力
で
誘
致
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
岡
山
県
企
業
誘
致
・
投
資
促
進
課
）

玉島HI新規企業立地

新晴れの国おかやま生き活きプラン

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
企
業
立
地
が
決
定
し
ま
し
た

「
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」を
策
定

 

玉島ハーバーアイランド空撮写真

岐阜プラスチック工業㈱

シーアール物流㈱

㈱明治

http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/page/5
0
5
5
8
0.htm

l
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移動中のクレーン①

移設後のコンテナターミナル

移動中のクレーン②

コ
ン
テ
ナ
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、空
コ
ン
テ

ナ
の
取
扱
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、実
入
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
で
は
前
年

よ
り
増
加
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、近
年
の

傾
向
と
し
て
、中
継
港
を
経
由
せ
ず
、水
島

港
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
外
国
と
を
結
ぶ
外
貿

コ
ン
テ
ナ
航
路
が
年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
、

国
際
フィ
ー
ダ
ー
が
減
少
傾
向
に
、外
貿
コ

ン
テ
ナ
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
と
し
て
も
、引
き
続
き
、東
京
セ

ミ
ナ
ー
を
初
め
と
し
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

や
、新
た
な
イ
ン
セ
ン
ティ
ブ
制
度
の
構
築
な

ど
を
視
野
に
入
れ
、水
島
港
の
振
興
に
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様

に
は
、ま
す
ま
す
の
水
島
港
の
ご
利
用
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
取
扱
量
の
増

加
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
岡
山
県
港
湾
課
）

　

平
成
28
年
の
水
島
港
の
総
取
扱
貨
物
量

速
報
値
は
、前
年
の
８
，４
０
０
万
ト
ン
と

比
べ
て
３
０
０
万
ト
ン
増
加
し
た
８
，７
０

０
万
ト
ン
で
し
た
。主
に
輸
入
と
移
出
が
増

加
し
て
お
り
、輸
入
品
目
と
し
て
は
、原
油

と
鉄
鉱
石
、移
出
品
目
と
し
て
は
石
油
製

品
の
増
加
が
顕
著
で
し
た
。こ
の
総
取
扱
貨

物
量
８
，７
０
０
万
ト
ン
と
い
う
結
果
は
、

前
年
の
貨
物
量
見
合
い
で
、全
国
第
７
位
と

な
る
高
水
準
で
あ
り（
前
年
は
第
９
位
）、

取
扱
貨
物
量
の
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
状
況
で
す
。Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に

は
、昨
年
も
水
島
港
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
に
、水
島
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量

（
速
報
値
）で
す
が
、前
年
よ
り
若
干
減
少

し
た
16
万
３
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
し
た
。景
気
が
足

踏
み
状
態
に
あ
る
中
、16
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
堅
持

で
き
て
い
る
状
況
で
す
。内
訳
と
し
て
、外
貿

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
４
号
埠
頭
の
ク
レ
ー
ン
を
移
設
！

　

平
成
29
年
２
月
、玉
島
ハ
ー
バ
ー
アイ
ラ
ン
ド
４
号
埠
頭
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン（
定
格
荷

重
42
ｔ
／
９
列
５
段
）を
、取
扱
い
荷
物
が
増
加
し
て
い
る
水
島
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル（
６
号
埠
頭
）に
移
設
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日（
水
）に
本
体
の
移
設
が
完
了
し
、電
気
工
事
、試
運
転
等
調
整
を
行
っ
た
後
、

４
月
１
日（
土
）か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。今
回
の
移
設
に
よ
り
、同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ガ

ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
は
４
基
体
制
と
な
り
荷
役
作
業
の
効
率
が
大
幅
に
高
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

（
岡
山
県
港
湾
課
）

玉島HIガントリークレーン移設

【
港
湾
統
計
〜
デ
ー
タ
か
ら
み
る
水
島
港
の
い
ま
】

2016コンテナ取扱貨物量（速報値）平成２８年の取扱貨物量速報値を見る

水島港取扱貨物量の推移

コンテナ貨物取扱量の推移

外貿

外貿 フィーダー

内貿

内貿

0
’00

5757
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0
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（百万㌧）
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発
行
者
＝
水
島
港
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ド
協
議
会

〒
7
0
0
-8
5
7
0
　
岡
山
市
北
区
内
山
下
2
丁
目
4
-6
　
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
内

T
E
L.（
0
8
6
）2
2
6
-7
4
8
6
 FA
X
.（
0
8
6
）2
2
7
-5
5
5
1

水
島
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
 第
6
0
号

発
行
日
＝
平
成
2
9
年
6
月
3
0
日

子供向けリーフレットを説明している様子 子供達の質問に答えている自衛官

　

中
国
と
の
外
貿
定
期
航
路（
日
本
〜
中

国
）の
内
、週
１
便（
火
曜
日
）神
原
汽
船
㈱

（
本
社
：
広
島
県
福
山
市
）の
運
航
に
よ
り
、

寄
港
し
て
い
る
コン
テ
ナ
船
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｌ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
が
入
替
え
に
な
り
新
た
に
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｌ
Ｅ
Ｔ 

Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ（
積
載
能
力
１
０
２

０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）が
、平
成
29
年
５
月
23
日
に
玉
島

ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
水
島
港
国
際
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
初
入
港
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
て
、水
島
港
就
航
記
念
式
を
お
こ
な

い
、ワ
ン・ビ
ン
船
長
に
水
島
港
国
際
物
流
セ

ン
タ
ー
㈱
よ
り
花
束
及
び
記
念
プ
レ
ー
ト
を

贈
呈
し
ま
し
た
。ま
た
、水
島
港
船
舶
代
理

店
を
し
て
い
る
日
本
通
運
㈱
水
島
海
運
支

店
・
藤
井
支
店
長
か
ら
も
記
念
品
を
贈
り
お

祝
い
し
ま
し
た
。（

水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
）

水島港玉島ハーバーアイランドへ新造船就航相次ぐ

第７回玉島ハーバーフェスティバルへ初参加

今号の表紙

Information

　

内
海
造
船
㈱
瀬
戸
田
工
場
で
建
造
さ
れ

た
自
動
車
専
用
船
・
日
昇
丸（
積
貨
重
量
４

９
９
６
ト
ン
、積
載
数
量
は
車
両
９
０
０
台

／
13ｍ
ト
レ
ー
ラ
52
両
）」が
完
成
就
航
し
、平

成
29
年
５
月
16
日
に
水
島
港
玉
島
ハ
ー
バ
ー

アイ
ラ
ン
ド
４
号
埠
頭
に
初
入
港
し
ま
し
た
。

　

当
日
、畠
野
船
長
に
水
島
港
国
際
物
流

セ
ン
タ
ー
㈱
よ
り
花
束
及
び
記
念
プ
レ
ー
ト

を
贈
り
お
祝
い
し
ま
し
た
。そ
の
後
、関
係

者
27
名
が
日
ご
ろ
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
最

新
設
備
の
整
っ
た
ブ
リ
ッ
ジ
や
船
内
各
施
設

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
昇
丸
は
、環
境
負
荷
が
少
な
い
荷

役
効
率
改
善
型
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
と
し
て
最
新

技
術
を
取
り
入
れ
た
環
境
に
や
さ
し
い
運

航
性
能
が
高
い
船
で
、船
内
も
広
く
効
率
よ

く
車
両
の
積
み
卸
し
が
出
来
る
の
で
、今
後

の
水
島
港
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お

け
る
自
動
車
取
扱
量
の
増
加
も
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
29
年
５
月
13
日
、水
島
港
国
際
物
流

セ
ン
タ
ー
㈱
は
、玉
島
４
号
埠
頭
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
、第
７
回
玉
島
ハ
ー
バ
ー
フェ
ス

ティ
バ
ル
へ
初
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
玉
島

ハ
ーバ
ー
フェス
ティバル
は
、平
成
18
年
か
ら
２

年
に
１
度
、水
島
港
玉
島
地
区
の
繁
栄
を

祈
念
し
、市
民
の
防
災
・
防
衛
意
識
の
高
揚

と
地
元
の
物
産
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を

目
的
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、今
年

で
第
７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
海
上
自
衛
隊
か
ら
訓
練
支
援
艦

「
く
ろ
べ
」が
入
港
し
乗
船
見
学
も
で
き
、そ

の
他
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
の
車
両
も
数
多

く
展
示
さ
れ
て
お
り
、主
催
者
発
表
で
は
開

催
期
間
中（
５
月
13
日
〜
14
日
）天
候
に
も

恵
ま
れ
て
約
１
万
人
を
越
え
る
来
場
者
数

が
あ
り
ま
し
た
。当
社
も
水
島
港
を
知
っ
て

も
ら
う
Ｐ
Ｒ
活
動
の一
環
と
し
て
子
供
向
け

（
小
学
高
学
年
対
象
）の
リ
ー
フ
レッ
ト
を
新

た
に
作
成
し
、来
場
者
に
説
明
、配
布
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
県
内
の
催
し
等
が

あ
れ
ば
水
島
港
の
利
用
促
進
に
む
け
た
Ｐ
Ｒ

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
）

畠野船長へ水島港国際物流センター杉副社長より記念プレート贈呈

日昇丸全景

ＳＣＡＲＬＥＴ ＡＲＲＯＷの全景

○MITA設立２０周年記念事
業について
　今年、MITAは設立２０周
年を迎えました。日本港湾振
興団体連合会から助成金もい
ただき、秋に記念事業を実施
する予定です。会員の皆様に
は、概要が決定次第ご案内を
差し上げます。

○記事募集
　MITAでは、水島ポート
ニュースに掲載する記事を会
員の皆様から募集しています。
　年間の発行は概ね６月、１１
月及び３月で、水島港の振興
に関連するイベントやニュース
などを想定しています。詳細は
事務局までご相談ください。

倉敷みなと大橋で開催された祝
賀行事で、来賓、乙島東小学校
及び連島南小学校の児童の皆
さんがテープカットとくす玉開披
を行う様子です。
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